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そして英訳『A Personal Matter』の翻訳の技法についての紹介と分析・考察も行なう 
                                                   







































                                                   
4 武田勝彦「西欧の日本文学研究」（國文學 : 解釈と教材の研究」1970 年 5 月号，學燈社） 

















































































                                                   































歴史──『A Personal Matter』は英語圏のみならず世界各国で高く評価され、70 年代以降大江は
世界的作家として活躍し、1993 年に日本人として史上二人目となるノーベル文学賞を獲得する
──を俯瞰して言えることであるが、日本文学の伝統的な作家と新しい作家、二つの偉業の達成
と始まりが交差したという意味で、やはり「1968 年」とは重要な年だと言えるのである。  












































                                                   








































                                                   
4 Larry Walker「UNBINDING THE JAPANESE NOVEL IN ENGLISH TRANSLATION: The Alfred A. Knopf 
Program, 1955-1977」（HELDA，Helsinki, University of Helsinki, Faculty of Arts, Department of Modern 
Languages，2015 年，p.38） 
5 エドワード・G・サイデンスティッカー『私のニッポン日記』（安西徹雄訳，1982 年，講談社現代新書， 
pp.63-64） 






































                                                   
7 同、注 4（p.58） 
8 同、注 7 
9 武田勝彦「〈海外における日本近代文学研究・4〉大佛次郎『帰郷』について」（『國文学 解釈と鑑賞』1966

















13と評し、ジェームズ・ミッチェナーは“A novel which conveys the exactly the many curious states 





















                                                   
11 同、注 9 
12 同、注４（p.62） 
13 武田勝彦「〈海外における日本戦後の文学の評価〉」（『国文学 解釈と教材の研究』，学灯社，pp.104-108） 








































                                                   







































                                                   
16 当時サイデンスティッカーが読んだ和英辞書の「蓼食う虫も好き好き」の訳語に“some prefer nettles”とあっ
たため、「タデ」よりも西洋でも広く知られる“nettle”「イラクサ」を用いた題に意訳した。（参考文献：エドワ
ード・G・サイデンスティッカー『流れゆく日々』安西徹雄訳，時事通信出版，2004 年．P.196） 
17 「蓼喰う虫」（新潮社，https://www.shinchosha.co.jp/book/100507/，最終閲覧日 2019-12-2） 





































                                                   
19 同、注 15（p.218） 
20 同、注 5（p.66） 
21 「鍵・瘋癲老人日記」（新潮社，https://www.shinchosha.co.jp/book/100515/，閲覧日 2019-12-2） 
22 武田勝彦「〈海外における日本近代文学研究・3〉谷崎潤一郎『鍵』について」（『國文学 解釈と 
鑑賞』1966 年 11 月号，学灯社，pp.146-152） 


























 川端の英訳出版は谷崎とほぼ同時期に開始している。1955 年に雑誌“The Atlantic”上に『伊豆









                                                   
24 谷崎潤一郎「饒舌録」（『文芸的な、余りに文芸的な／饒舌録ほか 芥川 vs. 谷崎論争』講談社文芸 
文庫，2017 年，p.186） 
25 ドナルド・キーン『思い出の作家たち: 谷崎・川端・三島・安部・司馬』（新潮社，2005 年，p.15） 
26 雑誌に全て収録するには長く単行本にするには短いという事情により、この時は部分訳が掲載されることに
なった。なお、全訳は 1998 年に J. Martin Holman による英訳で発表された。 
27 同、注５（p.65） 






















いることに気付くであろう」30と評し、また「ニューヨーク・タイムズ」の“For Love of a Geisha”
と題された批評──批評の中央に大きく芸者を描いた浮世絵が配置されており、エキゾチシズム
を喚起するものではあるが──では作中の登場人物の愛と孤独の描写を称賛し、“Shimamura 









こうした事情により、50 年代のシュトラウスの「プログラム」で川端の英訳は 1959 年の『千
羽鶴』のサイデンスティッカーによる英訳『Thousand Cranes』の出版を最後に、一旦打ち切ら
れることになった。サイデンスティッカーは「頼まれさえすれば、川端はもっとつづけて訳した
                                                   
29 「雪国」（新潮社，https://www.shinchosha.co.jp/book/100101/，最終閲覧日 2019-12-3） 
30 武田勝彦「〈海外における日本近代文学研究・1〉川端康成『雪国』について」（『国文学 解釈と教材の研
究』1966 年 8 月号，学灯社，pp.123-128） 
31 Donald barr「For Love of a Geisha」（『The New York Times』1957 年 1 月 6 日号，4 面） 
32 同、注 15（p.226） 









































                                                   























こうして『潮騒』の英訳『The Sound of Waves』（ウェザビー訳）は 1956 年 9 月に出版された。
大佛、谷崎、川端に次ぐ新たな日本人作家、それも若い作家による“A Love Story”「恋愛小説」と










                                                   
35 同、注 4（pp.76-77） 
36 ジョン・ネイスン『新版・三島由紀夫 ─ある評伝─』（野口武彦訳，新潮社，2000 年，p.168） 




39 武田勝彦「三島文学──海外の評価と死の反響」（『群像』1971 年 2 月号，講談社，pp.211-219） 






































                                                   
41 同、注 32（p.186） 
42 同、注 36（p.168） 
43 武田勝彦「海外における三島文学の評価」（『国文学 解釈と教材の研究』1970 年 5 月号，学灯社，pp.228-
236） 




































11 月 25 日の最期にも少なからず影響を与えることになったのである。 
                                                   
45 武田勝彦「〈海外における日本近代文学研究・2〉三島由紀夫『金閣寺』について」（『国文学 解釈と教材の
研究』1966 年 10 月号，学灯社，pp.152-157） 
46 「NANCY WILSON ROSS, NOVELIST AND EXPERT ON EASTERN RELIGION」（『The New York 
Times』，https://www.nytimes.com/1986/01/22/obituaries/nancy-wilson-ross-novelist-and-expert-on-eastern-
religion.html，最終閲覧日 2019-12-3） 





3.  60 年代の転換期 ──安部、そして大江 
 
 1960 年頃になると、クノップ社以外でも日本文学の英訳出版を取り扱う出版社が現れ始めた。
それはクノップ社に並ぶ老舗の New Directions Publishing、そして大戦後に設立されバーニー・










が掲載されている。また、ハワード・ヒベットは 1966 年に論考『Tradition and Trauma in the 
Contemporary Japanese Novel』を発表し、当時英語に訳されていた谷崎、川端、三島らの作品に
連なる日本近代文学の伝統について論じている。そして、1964 年にはサイデンスティッカーが
















1964 年に『砂の女』の英訳『The Woman in the Dunes』（E. Dale Saunders 訳）は出版されたが、
これは同年にアメリカでも公開された映画『砂の女』（勅使河原宏監督作）が第 17 回カンヌ国際
映画祭審査員特別賞を受賞し、国際的に高評価されたことで、原作である英訳の人気にも拍車を
                                                   






































                                                   
49 佐伯彰一「『国際化』のパラドクス」（『新潮日本文学アルバム 安部公房』，1994 年，新潮社，pp.97-103） 
50 武田勝彦「〈海外における日本近代文学研究・6〉安部公房『砂の女』『他人の顔』について」（『国文学 解釈
と教材の研究』1967 年 2 月号，学灯社，pp.138-143） 





































                                                   
52 おそらく、『刺青』、『少年』、『春琴抄』といった短編を指していると考えられる。 
53 「川端受賞 周到な調査」（『読売新聞』2019 年 1 月 2 日号朝刊 15 面） 
54 同、注 53 
55 同、注 53 
56 同、注 53 








































                                                   
58 同、注 53 
























一方、三島も 1968 年に『禁色』と随筆『太陽と鉄』（1968）、69 年には『愛の渇き』（1950）
の英訳が出版されている。特に 1967 年に出版された『サド侯爵夫人』（1965）の英訳『Madame 
de Sade』は後にフランス等で舞台化され人気を博するなど、国外における作家三島由紀夫の一般
読者からの評価は依然として高いものであった。しかし、日本国内で三島は小説家とは異なった












                                                   
60 「川端受賞 受賞過程の『なぜ？』」（『読売新聞』2019 年 1 月 8 日号朝刊 12 面） 







「ニューヨーク・タイムズ」1970 年 11 月 25 日号には“Renowned Author Raids Tokyo Military, 









1973 年には第二巻『奔馬』の英訳『Runaway Horses』と第三巻『暁の寺』の英訳『The Temple 
of Dawn』、そして 1974 年には第四巻『天人五衰』の英訳『The Decay of the Angel』が相次いで
















                                                   
62 同、注 60（p.453） 
63 自伝（同、注 32，p.173）の中でもシュトラウスを「尊大」、「愛すべき人物ではなかった」と評している。
その一方で「現代日本文学に関わりのある人間すべてに感謝されていい人物だった」ともしている。 
64 「Yukio Mishima’s Spring Snow, Finalist, National Book Awards 1973 for Translation」（National Book 
Foundation，https://www.nationalbook.org/books/yukio-mishimas-spring-snow/ , 閲覧日 2019-12-3） 































として存在を認知されるに至るまでの経緯である。0 を 1.0 にするまでに費やされたのは約 20 年
近い年月であり、作者、翻訳者、編集者の多大なる労力であった。とりわけ、クノップの編集長







                                                   
67 同、注 32（p.266） 










































                                                   
69 川村湊『村上春樹はノーベル賞をとれるのか？』（2015 年，光文社，p220） 
70 同、注 5（p.64） 




第２章 ──『A Personal Matter』（1968） 
1. 大江健三郎と『個人的な体験』（1964） 
 
 大江健三郎の長編小説『個人的な体験』は 1964 年 8 月に新潮社から刊行された作品である。






























                                                   
1 大江健三郎「核時代の暴君殺し（タイラニサイド）」（『壊れものとしての人間』，1993 年，講談社，pp.89-
115） 
2 大江健三郎・（聞き手・構成）尾崎真理子「大江健三郎 作家自身を語る」（2007 年，新潮社） 




















































                                                   
3 「個人的な体験」（篠原茂『大江健三郎文学辞典』，1984 年，スタジオ VIC，pp.125-127） 
4 平野謙「文芸時評（下）」（1969 年，河出書房新社，pp.120-126） 









































                                                   
5 「第十一回新潮社文学賞選評」（「新潮」，1965 年 1 月号，新潮社，pp.222-225） 
6 同、注 4 
7 同、注 5 
8 同、注 5 
 








































                                                   
9 三島由紀夫「すばらしい技倆、しかし…… ──大江健三郎氏の書下し『個人的な体験』」（「決定版三島由紀
夫全集」第 33 巻，2003 年，新潮社，pp.120-122） 
10 江藤淳「『個人的な体験』」（中央公論特別編集「江藤淳 1960」，2011 年，中央公論新社，pp.115-116） 
11 「座談会外国文学の毒」（『新潮』，1965 年 11 月号，新潮社，pp.40-67） 









































                                                   
12 ジョン・ネイスン『ニッポン放浪記』（前沢浩子訳，2017 年，岩波書店） 






































                                                   
13 同、注 12（p.61） 
14 同、注 12（p.74） 
15 同、注 12（p.74） 
16 同、注 12（p.75） 












広める目的で、その第一弾として短編『死者の奢り』の英訳を手掛けた。英訳『Lavish Are The 
Dead』は「ジャパン・クオータリー」1965 年 9 月号に掲載され、解説の最後には「『個人的な
体験』の原文に見合った質の英訳が出れば、現代世界文学に対する大きな貢献になるだろう」
という言葉を記した。無論、その英訳を行なうのは自分であるとネイスンは考えており、それ






















                                                   
17 「大江健三郎と安部公房」（ドナルド・キーン『私と 20 世紀のクロニクル』角地幸男訳，中央公論新社，
2007 年，p.222） 
18 同、注 12（p.86） 
19 同、注 12（p.87） 
 








































                                                   
20 同、注 12（p.87） 
21 同、注 2（pp.106-107） 








スティッカーが 1964 年 10 月 18 日の「ニューヨーク・タイムズ」上で発表したエッセイ「A 
Literary Letter from Japan」（詳細な内容は 3 章で後述）で紹介された際に、それは『Individual 
Experience』と訳されている。もっともネイスンが先達であるサイデンスティッカーの訳した題
名を知っていたかどうかは定かではなく、勿論それに倣う必要性もなかったが、何故ネイスン







─例えば、川端の『雪国』は『Snow Country』、谷崎の『陰翳礼讃』は『In Praise of Shadows』
としている──を行なっており、それは大江の場合も今までと同様であったと考えられる。 





曳航』の英訳『The Sailor Who Fell from Grace with the Sea』と大江の『死者の奢り』の英訳























































                                                   
22 ジョン・ネイスン「アメリカにおける健三郎」（「新潮」1968 年 9 月号，新潮社，pp.158-159） 
23 ジョン・ネイスン「翻訳のねじれ」（「波」1970 年 5・6 月号，新潮社，pp.10-11） 







































  Bird married in May when he was twenty-five, and that first summer he stayed drunk for four 
weeks straight. He suddenly began to drift on a sea of alcohol, a besotted Robinson Crusoe. 
Neglecting all his obligations as a graduate student, his job, his studies, discarding everything 
without a thought, Bird sat all day long and until late every night in the darkened kitchen of his 
apartment, listening to records and drinking whisky. It seemed to him now, looking back on 
those terrible days, that with the exception of listening to music and drinking and immersing in 
harsh, drunken sleep, he hadn’t engaged in a single living human activity. Four weeks later Bird 
had revived from an agonizing seven-hundred-hour drunk to discover in himself, wretchedly 
sober, the desolation of a city ravaged by the fires of war. He was like a mental incompetent 
with only the slightest chance of recovery, but he had to tame all over again not only the 
wilderness inside himself but the wilderness of his relations to the world outside.25 
                                                   
24 大江健三郎『個人的な体験』（1964 年，新潮社，pp.12-13） 
25 Kenzaburo Ōe “A Personal Matter”（translated by John Nathan, 1968, Grove Press, p.6） 

















ソン・クルーソー」は“a besotted Robinson Crusoe”と訳されている。これは日本語の「泥酔」




















目覚め、ようやく我に返ったことを表した長文を“Four weeks later Bird had revived from an 
agonizing seven-hundred-hour drunk to discover in himself, wretchedly sober, the desolation of a 



















                                                   
26 “besotted”, Oxford English Dictionary（Oxford University Press, https://www.oed.com/, 参照 2019-10-18） 





























  Bird scuttled back to the bedroom, like a crab making for a ledge. He shut his eyes tight and 
tried to submerge in the warmth of his bed, as if by denying reality he could instantly banish it. 
But nothing changed. Bird shook his head in resignation, and picked up his shirt and pants 
from the side of the bed where he had thrown them. The pain in his body when he bent over 
recalled the battle the night before. His strength had been equal to the fight, and how proud it 
had made him! He tried to recapture that feeling of pride, but of course he couldn’t. Buttoning 
his shirt, Bird looked up at the map of West Africa. The plateau in his dream was at a place 
called Deifa. There was drawing of a charging wart hog just above it─wart hog! A phacochoere 
was a wart hog. And the oblique azure line on the map signified a game reserve. So he wouldn’t 






















                                                   
27 同、注 24（p.26） 
28 同、注 25（p.15） 



















とより無理な話だった」という一文が、英訳では“His strength had been equal to the fight, and 


















































































Bird looked away, and sat down. Pressing his face to the window glass, he watched the city 
recede. People in the street, alarmed by the siren, stared at the ambulance with curiosity and an 
unaccountable expectation plainly written on their faces─just as that host of pregnant angels 
had stared. They gave the impression of unnaturally halted motion, like film caught in a 
projector. They were glimpsing an infinitesimal crack in the flat surface of everyday life and the 
sight filled them with innocent awe. 
My son has bandages on his bead and so did Apollinaire when he was wounded on the field of 
battle. On a dark and lonely battlefield I have never seen, my son was wounded like Apollinaire 
and now he is screaming soundlessly… 
Bird began to cry. Head in bandages, like Apollinaire: the image simplified his feelings 
instantly and directed them. He could feel himself turnings into a sentimental jelly, yet he felt 
himself being sanctioned and justified: he even discovered a sweetness in his tears. 
Like Apollinaire, my son was wounded on a dark and lonely battlefield that I have never seen, 
and he has arrived with his head in bandages. I’ll have to bury him like a soldier who died at 
war.  






                                                   
29 同 24（p.30） 
30 同 25（p.24-25） 

































































                                                   
31 同 15，「とくにバルコンに出ている妊婦たちは踝までとどく長い夜着を微風になぶらせて中空を舞う天使の
群のようだ」（p.39） 
32 “Guillaume Apollinaire”, ギヨーム・アポリネール（1880-1918）：イタリア生まれのフランスの詩人・小説
家・芸術批評家。シュールレアリスムの先駆的存在。第一次世界大戦に従軍した際に負傷し、頭部に包帯を巻い
た写真が有名，Britannica Academic®（Encyclopedia Britannica, https://academic.eb.com/, 参照 2019-10-12） 































  If only, Bird thought ruefully, I could repeat that winter night rape scene with Himiko. But he 
knew there wasn’t a chance. What if they did make it again sometime, their intercourse would 
evoke the ravaged sparrow of a penis Bird had glimpsed this morning when he dressed and 
would evoke his wife’s distended genitals sluggishly contracting after the agony of childbirth. 
Sex for Bird and Himiko would be linked to the dying baby, linked to all of mankind’s miseries, 
to the wretchedness so loathsome that people unafflicted pretended not to see it, an attitude 
they called humanism. The sublimation of desire? This was scrapping it entirely. Bird gulped 
his whiskey and tepid insides shuddered. If he wanted to re-create in all its marvelous tension 
the sexual moment he had ruined that winter night, he would probably have no choice but to 
strangle the girl to death. The voice flapped out of the nest of desire inside him: Butcher her 
and fuck the corpse! But Bird knew he would never undertake that kind of adventure in his 
present state. I’m just feeling wistful and deprived because I learned Himiko was a virgin. Bird 
was disdainful of his own confusion and he tried to repudiate that part of himself. But the sea 









                                                   
33 同 24（p55） 
34 同 25（pp.49-50） 














































































































  If any suffering was fruitless it was the agony of a hangover; what he suffered now could not 
expiate suffering of any other kind. 
  You can’t let yourself feel consoled by this phony restitution, not even for as long as a 
flickering in your brain─Bird admonished himself in the manner of a moralist. Yet his relief 
after the vomiting and the relative silence of the demons in his belly, albeit that could not last 
long, made for the first tolerable minutes Bird had spent since opening his eyes. He had a class 
to teach today, and there would be forms to complete at the hospital for the baby who was 
probably dead by now. Bird would contact his mother-in-law about the baby’s death and he 
would have to discuss with her when to inform his wife. It was a hell of schedule. And here I am 
in my girlfriend’s bathroom, slumped against the toilet in a daze with my strength all puked 
away. It was preposterous! And yet Bird was not afraid; in fact, the present half-hour of 
helplessness and utter irresponsibility tasted sweetly of self-salvation. Crumpled on the floor as 
he was, aware only of the smarting in his nose and throat, Bird was a kind of brother to the baby 
on the verge of death. My only saving grace is that I don’t bawl the way a baby does. Not that 
my behavior isn’t ten times as disgraceful…36 
 
                                                   
35 同 24（pp.89-90） 
36 同 25（p.56） 








































言い回しであるが、英訳では“It was a hell of schedule.”と訳されている。ここで用いられている
“a hell of~”とは「巨大な」、「大変な」を意味するスラングであり、原文の皮肉に含まれた真剣
さの欠落のニュアンスが保たれている。また、「吐いたあと体じゅうの力を喪って」が“with my 































































  Five seconds of ridiculous, desperate silence. Then Bird crumpled to his knees, spread his 
fingers like a toad on the muddy wooden floor, and with a groan began to vomit. Bird vomited 
like a retching cat, his neck thrust stiffly from his shoulders. And his guts were being twisted 
and wrung dry: he looked like a puny demon writhing beneath the foot of an enormous Deva 
king. Bird had hoped at least to achieve a little humor in his vomiting style, but his actual 
performance was anything but funny. One thing, as the vomit submerged the base of his tongue 
and ran back down his throat, just as Himiko had predicted, it had a definite taste of lemons. 
The violet that blooms from the dungeon wall, Bird told himself, trying to regain his 
composure. But such psychological wiles crumbled like pie crust in the face of spasms that now 
struck with the force of a full gale: a thundrous groan wrenched Bird’s mouth open and his body 
stiffened. From both sides of his head a blackness swiftly grew like blinders on a horse and 
darkly narrowed his field of vision. Bird longed to burrow into a still darker, still deeper place, 
and from there to leap away into another universe! 
  A second later, Bird found himself in the same universe. With tears wetting both sides of his 









                                                   
37 同 24（pp.101-102） 
38 同 25（p.64） 




















































ことを熱望する。この箇所の“Bird longed to burrow into a still darker, still deeper place, and 













































  Bird recalled the sensations of protracted drunkenness, the flushed head and the parched 
throat, belly aching, body of lead, the fingers numb and the brain whisky-logged and slack. 
Weeks of life as a cave dweller enclosed in whisky walls. 
  “If you did start drinking again you’d end up dead drunk and no good to anybody just when 
our baby really needed you. You would, Bird.” 
  “I’ll never drink that way again,” Bird said. It was true that the tiger of a ferocious hangover 
had sunk its teeth in him, but he had torn himself away without recourse to more liquor. But 
how would it have been if Himiko hadn’t helped? Would he begun once again to drift on that 
dark and agonizing sea tens of hours wide? He wasn’t sure, and not being able to mention 






















弛緩した脳」の英訳は“the brain whisky-logged and slack”となっているが、この「吸いこんで」
は「記録する」という意味の自動詞“log”に置き換わっている。すると、“whisky-logged”とは
「ウイスキーを刻み込まれた」という意訳にもなり、単にアルコールを「吸い込んだ」とする
                                                   
39 同、注 24（p.149-150） 
40 同、注 25（p.97） 























































ないか？」と疑問を呈されているが、この箇所の英訳は“Would he begun once again to drift on 
that dark and agonizing sea tens of hours wide?”となっている。特筆すべきは原文の「数十時間












                                                   
41 「正体無い」（『広辞苑』（第７版），2018 年，岩波書店） 













































  “Kafka, you know, wrote in a letter to his father, the only thing a parent can do for a child is 
to welcome it when it arrives. And are you rejecting your baby instead? Can we excuse the 
egoism that rejects another life because a man is a father?” 
  Bird was silent, his cheeks and eyes feverish with the violent blushing that had become a new 
habit. No longer was Mr. Delchef an eccentric foreigner with a red mustache who maintained a 
humorous presence of mind though his predicament was severe. Bird felt as if he had been 
downed by a bullet of criticism from an unexpected sniper. He gathered himself to protest at 
whatever the cost and suddenly hung his head, sensing he had nothing to say to Mr. Delchef. 
  “Ah, the poor little thing!” Mr. Delchef said in a whisper. Bird looked up, shuddering, and 
realized the foreigner was talking not about his baby but about him. Silently he waited for the 
moment when Mr. Delchef would set him free. 
  When Bird was finally able to say good-by, Mr. Delchef presented him with a small English 
dictionary of his native language. Bird asked his friend to autograph the book. Mr. Delchef 
wrote a single word in a Balkan language, signed his name beneath it and then explained: “In 
my country, this means hope”43  
                                                   
42 同、注 24（p.198-199） 
43 同、注 25（p.129） 













































































                                                   
44 同、注 9 


































  I’m not twenty anymore! And all of my possessions at the age of twenty, the only thing I’ve 
managed not to lose is my childish nickname─Bird gulped down his first whisky of what had 
been a long day. Second later, something substantial and giant stirred sluggishly inside him. 
The whisky he had just poured into his stomach Bird effortlessly puked. Kikuhiko swiftly wiped 
the counter clean and set up a glass of water; Bird only stared dumbly into space. What was he 
trying to protect from that monster of a baby that he must run so hard and so shamelessly? 
What was it in himself he was so frantic to defend? The answer was horrifying─nothing! Zero! 
  Bird eased out of the bucket chair and slowly lowered his feet to the floor. To Himiko, 
questioning him with eyes slackened by fatigue and sudden drunkenness, he said: “I’ve decided 
to take the baby back to the university hospital and let them operate. I’ve stopped rushing at 











が自分を「ぼくはもう二十歳じゃないのでね」（“I’m not twenty anymore.”）と言い、
変わってしまった様子を見た菊比古は「かれは昔のかれならず」（“The old gray mare just ain’t 







                                                   
45 同 24（p.245-246） 
46 同 25（p.161） 
47 この箇所はアメリカの有名なフォークソング“The Old Gray Mare”の歌詞からの引用。「老いた灰色の雌馬、 
彼女はあの頃とは全然違う」という意味であり、原文の意訳とも言える表現となっている。 











は“I’m not twenty anymore!”という言葉を反芻した後、今の自分が“the only thing 




























は“What was he trying to protect from that monster of a baby 









































































では冒頭の「国境の長いトンネルを抜けると雪国であった」が“The train came out of the long 











                                                   
48 同、注 12（p.128） 
49 「キーン、ドナルド宛」（『決定版三島由紀夫全集』第 38 巻，2004 年，新潮社，p332） 
















































51 同、注 2 




























 Then he would try the Balkan dictionary that Mr. Delchef had presented him before his 
legation had shipped him home. Mr. Delchef had written the word for hope. Bird intended to 



























                                                   
52 同、注 24（p.252） 
53 同、注 25（p.165） 
54 “forbearance” Oxford English Dictionary (Oxford University Press, https://www.oed.com/, 参照日 2020-1-2) 










































                                                   
55 ヴァルター・ベンヤミン「翻訳者の使命」（『ベンヤミン著作集』第 6 巻，円子修平訳， 1975 年，晶文社，
pp.262-279） 






























































 かくして英訳された『A Personal Matter』であるが、その出版に際しては第１章のクノップ社


































                                                   
1 「第 6 章 アメリカに帰る」（ジョン・ネイスン『ニッポン放浪記』前沢浩子訳，2017 年，岩波書店，p.129） 











2-1.  エドワード・G・サイデンスティッカー「A Letter from Japan」（『The New York Times』  


































                                                   
2 「半年ごとの日本」（エドワード・サイデンスティッカー『私のニッポン日記』安西徹雄訳，講談社，p.153） 













の川端程には精密に行なわれていない。また、彼は大江を“the promising young writer”「見込み






















今回の記事での紹介は微細なものであったが、Kenzaburo Oe と『A Personal Matter』の名前が
同紙に大きく掲載されるのは、その 4 年後のことであった。 
                                                   
3 「大江健三郎と安部公房」（ドナルド・キーン『私と 20 世紀クロニクル』角地幸男訳，2007 年，中央公論新社，p.223） 
4 ハワード・ヒベット「日本文學の傑作を求めて」（『新潮』1965 年 4 月号，新潮社，pp.212-219） 
5 同、注 3 









2-2.  広告記事（『The New York Times』1968 年 6 月 16 日号） 
 































                                                   
6 「三島は現在の日本で活動する中でおそらく最も良い作家」（『三島落選と文壇秩序』，「読売新聞」2019 年 1
月 22 日朝刊 15 面，筆・待田晋哉） 
7 ただし、この推薦文の原文あるいは英文の記録は 2019 年時点でどの三島全集にも収録されていない。三島の
口頭での発言、もしくは他の大江に関する文章を改稿し、掲載した可能性があることに留意すべきである。 
8 1966 年に出版された「大江健三郎全小説」（全六巻，新潮社）を指すと考えられる。 

















筆者は大江が「最初の、真の現代作家」（“first truly modern Japanese writer”）であると同時に、
























そして、結びの言葉には“Kenzaburo Oe. You’ll be hearing a lot about him”「大江健三郎。あなた
                                                   
9 奥野健男「精神の自由と社会 大江健三郎著『個人的な体験』」（「読売新聞」1964 年 9 月 10 日号夕刊 9 面） 
10 注 6 同様に原文の出典は不明。ただし、こちらは前方の「素晴らしい」という箇所が「大江健三郎全小説」
出版時の推薦文にも同様の言葉があり、そこからの引用か。 





















                                                   
11 実際にヨーロッパ各国で出版されたのは、1970 年にフランス語訳『Une affaire personnelle:roman』（英訳か
らの重訳）、1971 年にスペイン語訳『Un asunto personal』、1972 年にドイツ語訳『Eine persönliche 
Erfahrung』、1979 年にデンマーク語訳『En privat sag』、1996 年にイタリア語訳『Un'esperienza personale』と
なっている。（参考文献：『越境する言の葉 日本比較文学会学会創立六〇周年記念論集』，日本比較文学会編，
2011 年，彩流社，pp.478-485） 









2-3.  エリオット・フレモント＝スミス「Two from Japan ─A Curiosity and a  
 Discovery」（『The New York Times』1968 年 6 月 17 日号） 
 
この記事は 1968 年 6 月 17 日発行の「ニューヨーク・タイムズ」に掲載されたエリオット・
フレモント＝スミスによる書評「日本の二作品──珍品と掘り出し物」である。今回紹介され
ている「日本の二作品」とは、大江の『A Personal Matter』と、同年に出版された三島由紀夫
の『禁色』の英訳『Forbidden Colors』である。その筆者のフレモント＝スミスは 1961 年より
「ニューヨーク・タイムズ」の伝統ある文芸批評を手掛けており、1966 年には過激な性的描写






















あることに触れ、各々が経験した時間の差が 1953 年の『禁色』と 1964 年の『個人的な体験』と
いう二つの作品にそれぞれ分かれていったのだと評しているのである。 




                                                   
12 “Eliot Fremont-Smith, 78, Former Times Critic, Dies”（「The New York Times」，2007 年 9 月 7 日号 
https://www.nytimes.com/2007/09/07/obituaries/07fremont.html，閲覧日 2019-10-29） 



















































                                                   
13「『禁色』は廿代の総決算」（「図書新聞」，1951 年 12 月 17 日号，武久出版） 



























よって示唆されている。そして、結びの言葉である“A Personal Matter is something very close to 
a perfect contemporary novel”「ただ、『個人的な体験』は完璧な現代小説としてなしうる最高の
水準にほぼ達している」という評価は、『A Personal Matter』が世界の〈世界文学〉に並び立った
ことが表されており、「世界の中の日本文学」にとってはノーベル賞に比肩するもう一つの到達点












                                                   
14 同、注 1（p.131） 




           




2-4.  ドナルド・リチー「Oe’s New Novel in Superb Translation. Cream of Postwar Japanese    
 Fiction」（『The Japan Times』1968 年 5 月 15 日号） 
 



































                                                   
15 「Donald Richie, 88, American Expert on Japan, Is Dead」（『The New York Times』2013 年 2 月 19 日号，
https://www.nytimes.com/2013/02/20/world/asia/donald-richie-american-expert-on-japan-is-dead-at-
88.html?_r=2&，閲覧日 2019-12-18） 
16 注 6 同様、こちらも出所は不明。 

















































                                                   
17 「生きる」（都築政昭『黒澤明「一作一生」全二十作品』，1998 年，講談社，pp.135-145） 













































                                                   
18 「『美しい人の屍』」（江川卓「謎とき『白痴』」，1964 年，新潮社，pp.9-26） 











































 He shifted in his chair and yawned, shedding one tear as meaningless as saliva… 









  That siren! Until now, a siren had always been a moving object; it approached from a distance, 
hurtled by, moved away. Now a siren was attached to (him) like a disease he carried in his body; 
this siren would never recede. 
 






 People in the street, alarmed by the siren, stared at the ambulance with curiosity and an 
unaccountable expectation plainly written on their faces ─just as that host of pregnant angels 
had stared. They gave the impression of unnaturally halted motion, like film caught in a projector. 
They were glimpsing an infinitesimal crack in the flat surface of everyday life and the sight filled 







































































2-5.  ウェブスター・ショット「Anti-Hero by Japan’s Hot Novelist」（『LIFE』1968 年 























『A Personal Matter』の序文にも書かれた──当時 10 歳の大江健三郎についてのものとなる。
これはフレモント＝スミスも言及した通りであるが、8 月 15 日に「人間」としての天皇の声を
聴いたことで、それまで「神」としての天皇を信じていた大江（と同世代の「少国民」たち）
の絶対的価値は崩壊してしまった。そして、それ以降の戦後世代青年を苛む「精神的喪失感」
（“the sense of spiritual loss”）と、その「虚」（“void”）を埋めるための個人的な探求こそが、







                                                   
19 “Webster Schott”, GALE LITERARY SOURCES（GALE :A CENGAGE COMPANY，
https://go.gale.com/ps/dispBasicSearch.do?userGroupName=hosei&prodId=GLS, 閲覧日 2019-12-13） 








































































































































































     




2-6.  ジョシュ・グリーンフェルド「Number one writer」（『The Chicago Tribune』 






これは『The Chicago Tribune』1968 年 10 月 25 日号に掲載された書評記事「一番の作家」
（“Number one writer”）である。著者のジョシュ・グリーンフェルド（1928-2018）はアメリ










待を高めた上で、『個人的な体験』の英訳出版によって“Americans at last have a chance to judge 






じた「懸念」であった。筆者は“But what is disconcerting is that as a novel it seems so 





                                                   
20 “Josh Greenfeld, Who Chronicled His Son’s Autism, Dies at 90”（『The New York Times』，
https://www.nytimes.com/2018/05/30/obituaries/josh-greenfeld-who-chronicled-his-sons-autism-dies-at-
90.html，最終閲覧日 2019-12-11） 
21 元はイタリア語。“Originally: a short fictitious narrative. Now (usually): a short novel, a long short story.”とい
う意味。（“novella”，Oxford English Dictionary，Oxford University Press, https://www.oed.com/, 参照日 2019-
12-6） 





















































本作を読んで、筆者は大江が才能ある作家であることを認めており、“He has a gift for precise 
metaphor and exact simile; he knows how to render essential character vividly when he really 
tries.”「彼には精密な比喩や直喩の才能があり、彼が本当に努力する時、本質的なキャラクター





ここで“But”の文字が差し込まれ、“he is a young man who tries too hard to go West”「彼は西洋
に行こうと懸命に努力する若者である」と大江の西洋文学への志向──特に上記の作家に向け
られていた──に対する否定的な見解が述べられている。更にグリーンフェルドから見た大江
は“the self-hating Jewish or black student in a creative writing class who insists upon treating his 





して『個人的な体験』とは“perhaps the most disturbing symptom of the Americanization of 
culture throughout the world”「おそらく世界の文化のアメリカ化における最も憂慮すべき症状
である」とし、“Every literary pilgrimage, it seems, is beginning to wind up in the same Hilton 






















                                                   
22 “White Anglo-Saxon Protestant”の頭文字。「白人のアングロサクソン系のキリスト教プロテスタント」とい
う意味であり、「白人の保守的な知的エリート階級」という否定的なニュアンスでも用いられる。 
23 「座談会外国文学の毒」（『新潮』，1965 年 11 月号，新潮社，pp.40-67） 
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2-7.  アンソニー・スウェイト「Made in Japan」（『The Times Literary Supplement』1969 年 







  これは「The Times Literary Supplement」1969 年 4 月 26 日号に掲載されたアンソニー・スウ
ェイトによる書評「Made in Japan」24である。スウェイトはイギリスの詩人・批評家であり、作


























                                                   
24 1960 年代当時の”Made in Japan”とは、「安っぽい模倣品」という意味でも用いられていた。 
25 「野坂昭如『エロ事師たち』」（新潮社，https://www.shinchosha.co.jp/book/111201/，閲覧日 2019-12-4） 









































  “Not that peril had vanished; it was encysted behind the sensations of shame… Bird raised his 












































                                                   
26 江藤淳「『個人的な体験』」（「週刊朝日」，1964 年 9 月 25 日号，朝日新聞出版） 
27 D・J・エンライト「Days of Marvelous Lays」（『The New York Review of Books』1968 年 10 月 10 日号，
pp.35-36） 








2-8.  ジェフリー・ウルフ「What It Did To People When They Dropped the Bomb」 
（『The Tampa Tribute』1968 年 6 月 30 日号） 
 
この記事はジェフリー・ウルフによる書評『What It Did To People When They Dropped the 
Bomb』である。ジェフリー・ウルフ（1937-）はアメリカの小説家、伝記作家、エッセイスト、
大学教授であり、その代表作として自身の父親をモデルとした小説『Bad Debts』（1969）、31 歳
































                                                   
28 “Geoffrey Wolff”（Penguin Random House，
https://www.penguinrandomhouse.com/authors/33601/geoffrey-wolff，閲覧日 2019-12-9） 








































































を損じる」や「醜くする」という意味の”disfigure”の名詞形であり、”The action of disfiguring; the 
fact or condition of being disfigured; defacement, deformity.”、あるいは“Something that disfigures 























                                                   
29 “disfigurement”, Oxford English Dictionary（Oxford University Press, https://www.oed.com/,  
参照 2019-10-18） 
30 ただし、レミングの集団自殺の習性は今日では学術的に否定されている。 











































                                                   
31 大江健三郎「エピローグ 広島から……」（『ヒロシマ・ノート』，1965 年，岩波書店，p.185） 


























































・8 月 15 日の終戦──神として天皇の死──価値観の崩壊 
 
 『A Personal Matter』の批評に際して、英語圏の批評家による言及が見られ、一方で国内の
批評家が触れなかった──あるいは、言及したくとも事情により出来なかった──事柄とは、
大江の「8 月 15 日の敗戦体験」についてである。デビュー直後の大江を多くの作家や批評家が
「戦後世代の旗手」として称揚したにも関わらず、作家としての大江健三郎を形成することに
なった決定的な体験に対しては『個人的な体験』以外の作品の批評においても、何故か積極的
には触れられてこなかった。だが、「8 月 15 日」を振り返った大江のエッセイを顧みるに、同じ
「8 月 15 日」を体験した日本人である作家・批評家にとって、その内容は余りにも〈本質的〉
であり、それ故に〈センシティブ〉なものであったのではないかと考えられる。または、彼等
にも個々の「敗戦体験」が存在する以上、ある一面から全体を物語ることは出来なかったとも














                                                   
32 大江健三郎「戦後世代のイメージ」（『厳粛な綱渡り』，1991 年，講談社，pp.19-58） 












日本国民にとって“the sun had dropped from the heavens”「太陽が天から墜ちた」ことに等しい
出来事であったとし、更に 2-8 にてジェフリー・ウルフは広島と長崎の「原爆投下」に匹敵する
「衝撃」であり「トラウマ」であるという意味で“explosive conclusion”「爆発的な結末」と表現






 「その後、何もかもが変化を余儀なくされた」（“After that, everything had to change.”）とは
2-3 でフレモント＝スミスが述べたことであるが、更に彼等は〈価値観の崩壊〉の後の「大江と






































の批評家による批評は大江とその同世代が経験した「8 月 15 日の終戦」と「神としての天皇の
死」、それによる「価値観の崩壊」の前提が強く意識されていると言えるだろう。 























































































































                                                   
34 同、注 14 
 







































                                                   
35 ジョン・ベスター（1927-2010）：イギリス出身の翻訳者。戦時中に海軍で日本語を学び、戦後は仏教研究を
行なう。その後、来日して翻訳者となる。主な翻訳はは井伏鱒二『黒い雨』の英訳『Black Rain』、三島由紀夫
『太陽と鉄』の英訳『Sun and Steel』、吉行淳之介『暗室』の英訳『The Dark Room』など多数。 














































































                                                   
1 デイヴィッド・ダムロッシュ「ありあまるほどの世界と時間」（『世界文学とは何か』秋草俊一郎訳， 
2011 年，国書刊行会，pp.431-464） 
2 ロバート・フロストの詩（“Poetry is what gets lost in translation”「詩とは翻訳で失われるもの」）の一節。 
3 野原章雄「ゲーテの世界文学理念について」（『文教大学教育学部紀要』第 16 号，1982 年，文教大学，pp.98-
110） 


















「アメリカ人読者が自分たちと関係することが出来る作家」（“a writer whom American readers 
can relate”）であり、作品が「世界中の知的で、意識的な人々」（“intelligent, aware people”）に

































































                                                   
4 「戦後の文学と認識の方法」（『大江健三郎柄谷行人全対話』，2018 年，講談社，pp.67-131） 












































                                                   
5 「〈シンポジウム〉大江文学の面白さをとことん語りつくす！ 高橋源一郎×平野啓一郎×尾崎真理子」 
（「群像」2018 年 9 月号，講談社，pp.72-90） 









































                                                   
6 「万延元年のフットボール」（篠原茂「大江健三郎文学辞典」，1984 年，スタジオ VIC，pp.127-130） 
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